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［写真］用水路工事現場での朝食

凄まじい温暖化の影響

中村哲医師、ガニ大統領より「アフガニスタン・イスラム共和国市民証」授与される

中村哲／ジアウルラフマン／村上優／モハマッドイスマイルシンワリ

徳永哲也／樋口孝／寺田俊博／アジュマルスタニクザイ

中村哲

中村哲

PMS職員・アフガン政府関係者が来日研修

水のよもやま話（5)柳の話

追1卓 緒方貞子さんの思い出

【カラー特集】中村医師、ガニ大統領よりアフガン市民証を授与！

【カラー連載】マルワリード用水路を行く④ E地区 (2350~3766m地点）

【カラー特集】 9月 8~15 日、アフガン政府省庁 •PMS より 11名が来日！

中村哲

ご二;;：:3:：ごし門？巴亡々そここ）：：翌芯芯唸：：。され昌暑［
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川
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
い
る
う
ち
に
寒
く
な
り
、

河
川
工
事
の
季
節
が
再
び
巡
っ
て
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

せ
き

今
冬
の
川
の
工
事
は
、
カ
マ
第

一
堰
右
岸
の
補

強
工
事
に
加
え
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
堰
の
抜
本
的
な

改
修
が
あ
り
ま
す
。
既
に
七
月
か
ら
準
備
し
、
川

の
水
が
下
が
る
十
月
下
旬
、
「
全
て
の
力
を
川
周
り

へ
」
と
、
一
気
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
カ
マ
第

一
堰
は
最
新
の
堰
で
し
た
が
、
対
岸
に
予
期
せ
ぬ

浸
蝕
が
発
生
し
た
た
め
、
急
濾
決
定
し
た
も
の
で

す
。
増
水
期
の
三
月
ま
で
に
、
全
て
の
必
要
な
工

事
を
速
や
か
に
終
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
大
の
標
的
は
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
堰
で
、
堰
だ
け
で

な
く
用
水
路
の
本
格
的
な
改
修
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
建
設
後
十
六
年
を
経
て
、
あ
る
程

全
て
の
力
を
川
周
り
へ

ー
と
ま
れ
、
こ
の
仕
事
が
新
た
な
世
界
に
通
ず
る
こ
と
を
祈
り
、

来
た
る
年
も
力
を
尽
く
し
た
い

度
の
補
強
が
必
要
に
な
っ
た
部
分
が
あ
り
、
昨
年

秋
の
鉄
砲
水
被
害
か
ら
の
復
旧
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
何
よ
り
も
今
後
の
維
持
の
上
で
、
私
た
ち
が

範
を
垂
れ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人
々
の
生
活
の
安
全
を

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
は
山
腹
を
這
う
よ
う
に

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
鉄
砲
水
や
土
石
流
が
通
る
谷

を
い
く
つ
も
通
過
し
ま
す
。
谷
と
い
っ
て
も
、
四

千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
か
ら
流
れ
て
く
る
洪
水
や
土

石
が
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
勢
い
で
下
っ
て
き

ま
す
。
日
常
的
に
通
過
す
る
所
は
あ
る
程
度
対
策

が
立
て
ら
れ
ま
す
が
、
最
近
の
降
雨
は
予
測
が
不

可
能
で
、
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
た
箇
所
が
鉄
砲
水

で
決
壊
し
た
り
、
通
過
水
量
が
予
想
を
は
る
か
に

超
え
た
り
で
、
そ
の
都
度
マ
メ
に
補
修
し
な
が
ら

守
る
以
外
に
な
い
の
で
す
。

P
M
S
（平
和
医
療
団

・
日
本
）
総
院
長
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

現

地

代

表

巾

＇討
2

研
ロ

凄
ま
じ
い
温
暖
化
の
影
響

普
通
の
国
な
ら
行
政
が
責
任
を
も
っ
て
保
全
す

る
の
で
し
ょ
う
が
、
ま
だ
ま
だ
途
上
の
よ
う
で
す
。

こ
こ
で
は
安
全
と
は
テ
ロ
対
策
の
こ
と
ば
か
り
で
、

人
々
の
生
活
の
安
全
が
考
慮
さ
れ
て
き
た
と
は
思

え
ま
せ
ん
。
今
は
地
元
民
と
協
力
し
な
が
ら
、
将

来
の
河
川
行
政
の
確
立
を
待
つ
他
は
な
い
よ
う
で

す。
猛
烈
な
勢
い
の
沙
漠
化
に
抗
し
て
、
今
は
と
に

か
く
こ
の
希
望
を
守
り
育
て
る
べ
き
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
緑
の
大
地
計
画
」
は
更
に
拡
大
の
勢
い
で
、
来 鉄砲水で塞がれた国道と、水位が下がるのを待つ人々(2007年4月1日）
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シェイワ郡日曜バザールの現在。牛が人の中に紛れて見えないほど活気

に満ちあふれている (2019年10月6日）

こ
の
と
こ
ろ
、
作
業
現
場
ま
で
の
道
路
が
信
じ

が
た
い
大
混
雑
で
、
い
つ
の
間
に
か
延
々
と
バ
ザ

ー
ル
が
立
ち
並
び
、
そ
れ
が
常
態
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
以
前
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

特
に
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
か
ら
カ
マ
郡
に
至
る
約
二

okm区
間
が
ひ
ど
い
状
態
で
す
。

考
え
れ
ば
当
然
で
、
農
地
が
復
活
し
た
私
た
ち

バ
ザ
ー
ル
が
立
ち
並
ん
で
大
混
雑

年
か
ら
は
バ
ル
カ
シ
コ
ー
ト
堰
、

着
手
さ
れ
ま
す
。

ゴ
レ
ー
ク
堰
が

の
作
業
地
（
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
の
北
部
三
郡
）
が
州

内
で
最
も
住
み
や
す
い
場
所
に
な
っ
て
い
る
う
え
、

こ
れ
ま
で
最
大
の
避
難
先
で
あ
っ
た
パ
キ
ス
タ
ン

が
難
民
の
越
境
を
厳
し
く
取
り
締
ま
り
、
も
う
逃

げ
て
い
く
場
所
が
な
い
か
ら
で
す
（
パ
キ
ス
タ
ン
自

身
が
何
年
も
不
作
と
不
況
に
喘
い
で
い
ま
す
）
。

水
の
仕
事
を
始
め
て
か
ら
十
九
年
、
干
ば
つ
は

動
揺
し
な
が
ら
確
実
に
進
行
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
か
つ
て
豊
か
な
農
村
地
帯
で
聞
こ
え

た
ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
郡
は
沙
漠
化
で
見
る
影
も
な
く
、

わ
ず

ス
ピ
ン
ガ
ル
山
麓
一
帯
は
僅
か
に
ド
ゥ
ル
ン
タ
ダ

ム
か
ら
の
用
水
路
が
細
々
と
潤
す
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
川
沿
い
も
気
候
変
化
で
渇
水
と
洪
水
が

併
存
し
、
年
々
荒
れ
て
い
き
ま
す
。
温
暖
化
の
影

響
は
こ
こ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
も
凄
ま
じ
く
、
急

速
に
国
土
を
破
壊
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
依
然
と
し
て
、
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
と

拳
を
振
り
上
げ
、
「
経
済
力
さ
え
つ
け
ば
」
と
札
束

が
舞
う
世
界
は
、
沙
漠
以
上
に
危
険
で
面
妖
な
も

の
に
映
り
ま
す
。
こ
う
し
て
温
暖
化
も
進
み
、
世

界
が
ゴ
ミ
の
山
に
な
り
、
人
の
心
も
荒
れ
て
い
く

の
で
し
ょ
う
。
―
つ
の
時
代
が
終
わ
り
ま
し
た
。

と
ま
れ
、
こ
の
仕
事
が
新
た
な
世
界
に
通
ず
る

こ
と
を
祈
り
、
真
っ
白
に
砕
け
散
る
ク
ナ
ー
ル
河

の
、
は
つ
ら
っ
た
る
清
流
を
胸
に
、
来
た
る
年
も

干
ば
つ
は
確
実
に
進
行

中
村
哲
…
九
州
大
学
医

学
部
卒
。
専
門
11
神
経
内

科
（
現
地
で
は
内
科
・
外

科
も
こ
な
す
）
。
国
内
の

病
院
勤
務
を
経
て

一
九
八

四
年
パ
キ
ス
タ
ン
の
カ
イ
バ
ル
・
パ
ク
ト
ゥ
ン
ク
ワ

州
（
旧
北
西
辺
境
州
）
の
州
都
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴

任
。
ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に
し

た
貧
困
層
の
診
療
に
携
る
。
八
六
年
か
ら
は
ア
フ

ガ
ン
難
民
の
た
め
の
事
業
を
設
立
し
、
ア
フ
ガ
ン

北
東
山
岳
部
に
一
―
―
つ
の
診
療
所
を
開
設
。
九
八
年

に
は
甚
地
病
院
P
M
S
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
。

ま
た
病
院

・
診
療
所
で
患
者
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、

パ
キ
ス
タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診
療
所
を
拠
点
に

巡
回
診
療
も
開
始
。

二
0
0
0年
以
降
は
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
大
干
ば
つ
対
策
の
た
め
の

水
源
確
保
（
井
戸
掘
り
、
カ
レ
ー
ズ
の
復
旧
。
作

業
地

一
六
0
0
カ
所
以
上
）
事
業
を
実
践
。
さ
ら

に
0
一
一
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン
東
部
山
村
で
の
長
期

的
復
興
計
画
「
緑
の
大
地
計
画
」
を
開
始
、

0
三

年
三
月
か
ら
は
灌
漑
用
水
路
建
設
に
着
手
し
、
一

0
年
三
月
全
長
約
二
五
キ
ロ
が
開
通
。
ダ
ラ
エ
ヌ

ー
ル
診
療
所
の
年
間
診
療
数
約
四
七
、

0
0
0人

（二

0
一
八
年
度
）
。

二

0
一
九
年
十
二
月

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
て

力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

良
い
ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
を
お
迎
え
く
だ
さ

、。
＞ヽ
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十
月
七
日
午
後
五
時
一

110分
か
ら
一
―

-
0分
間
、

市
民
証
の
受
け
渡
し
式
が
大
統
領
官
邸
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
日
本
大
使
館
か
ら
高
橋
副
大
使
以
下
―
―

名
、
ア
フ
ガ
ン
政
府
側
か
ら
報
道
官
、
直
属
の
秘

書
数
名
が
列
席
さ
れ
ま
し
た
。
質
素
な
集
ま
り
で
、

報
道
関
係
者
は
招
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

式
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
大
統
領
の
喜
び
方
で
、
初
め

か
ら
長
い
抱
擁
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
よ
ほ
ど
嬉
し

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
最
大
の
英
雄
、
最
も
勇
敢

な
男
、
最
大
の
貢
献
、
な
ど
な
ど
と
私
た
ち
の
仕

事
に
対
す
る
激
賞
の
言
葉
が
続
き
ま
し
た
。
四
月

P
M
S
総
院
長
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表

中

村

哲

ー
専
業
へ
の
深
い
理
解
を
感
じ
た
授
与
式

「
こ
れ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
の
カ
ギ
」

に市民証の発行を指示してから、選挙や内

外の政治的変化で忙しく、やっと願いがか

なったという感じでした。

以前経済大臣をしていた頃、水と農業の

問題をずいぶん考えたことがあるそうです。

しかし、どの援助も話や理論ばかりで、成

功したものはなかったとのこと。昨年、英

語で書かれた、PMS事業の技術書『緑の

大地計画』を手に取り、何度も熟読し、「こ

れがアフガニスタン復興のカギだ」と思っ

たそうです。普段六時間以上続けて読書を

したことはなかったが、引き込まれて八時

間以上をかけて読んだとのことでした。

既にPMS方式の一部は大統領指示で、

クナール河流域で行われており、小生らも

協力を約しました。小生らの主張のエッセ

ンスも良く理解されており、「実際の経験を
もっ

以て成功させた」ことが何度も称賛されま

した。やはり実を重んじ、勇気と実行を美

| -11 

|L 

徳
と
す
る
古
風
な
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
の
面
影
が
あ
り

ま
す
。

こ
う
こ
う
や

大
統
領
は
ど
こ
か
高
貴
な
感
じ
が
す
る
好
々
爺

で
、
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
が
あ
る
方
で
す
。
「
狂
っ

た
川
を
愛
を
以
て
制
し
た
の
で
す
な
。
川
か
ら
離

れ
ら
れ
ま
せ
ん
な
」
と
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
大
統
領
官
邸
に
は
い
つ
で
も
来
て
よ

ろ
し
い
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
知
ら
せ
て

く
れ
る
よ
う
に
と
、
秘
書
官
た
ち
に
も
言
い
つ
け
、

再
会
を
約
し
て
お
別
れ
し
ま
し
た
。
破
格
の
待
遇

に
、
ジ
ア
先
生
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

中
村
先
生
は
二

0
一
九
年
十
月
七
日
に
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
ア
シ
ュ
ラ
フ
ガ
ニ
大
統
領
に
招
か

れ
、
大
統
領
官
邸
に
お
い
て
大
統
領
自
ら
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
の
市
民
証
を
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
大
統
領
は
中
村
先
生
と
五
分
間
も

の
長
い
抱
擁
で
挨
拶
を
交
わ
さ
れ
た
あ
と
の
歓
談

で
、
「
あ
な
た
は
暴
れ
川
で
あ
る
ク
ナ
ー
ル
河
か
ら

の
取
水
を
可
能
に
し
て
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
で
農

地
を
復
旧
し
、
更
に
拡
大
し
た
偉
大
な
方
で
、
我

P
M
S
院
長
補
佐
ジ
ア
ウ
ル
ラ
フ
マ
ン

大
統
領
は
P
M
S
方
式
の
普
及
と

協
力
を
約
し
て
く
れ
ま
し
た
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二
0
一
九
年
十
月
七
日
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

ガ
ニ
大
統
領
か
ら
直
接
、
中
村
医
師
に
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
市
民
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
市

民
証
を
授
与
す
る
こ
と
は
四
月
に
決
定
さ
れ
通
知

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
直
接
大
統
領
が
会
っ
て
手

渡
し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
、
同
日
大
統
領
官

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
長
枯
り
上

11

『
緑
の
大
地
計
画
』
を
熟
読
し
、

称
賛
し
た
ガ
ニ
大
統
領

が
国
民
の
生
活
を
救
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に

我
が
国
の
市
民
証
を
授
与
し
ま
す
。
私
た
ち
は
あ

な
た
方
が
苦
労
の
末
に
確
立
し
た
P
M
S
取
水
方

式
に
よ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
の
復
興
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
あ
な
た
の
ご
長
寿
を
心
か
ら

お
祈
り
し
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
国
副
大
使
に
は
、
「
是
非
、
ク
ナ
ー

ル
河
沿
岸
で
の

P
M
S
事
業
を
ア
フ
ガ
ン
政
府
と

共
に
支
援
し
て
頂
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

私
、
ジ
ア
ウ
ル
ラ
フ
マ
ン
は

P
M
S
ジ
ャ
ラ
ラ

バ
ー
ド
事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ
を
代
表
し
、
敬
愛
す

る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
支
援
者
の
皆
さ
ま
と
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
事
務
局
の
ス
タ
ッ
フ
に
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

邸
で
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

P
M
S
か
ら
は
ジ
ア

医
師
、
日
本
大
使
館
よ
り
高
橋
副
大
使
も
招
か
れ

て
、
静
か
な
う
ち
に
も
和
や
か
な
集
ま
り
、
そ
し

て
ガ
ニ
大
統
領
か
ら
は
最
大
の
敬
意
と
称
賛
、
そ

し
て
共
感
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
九
八
四
年
に
中
村
医
師
が
ハ
ン
セ
ン
病
撲
滅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン

病
院
（
当
時
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
）
に
赴
任
し

た
時
か
ら
三
五
年
が
た
ち
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
国
境
に
避
難
し
た
ア
フ
ガ
ン
難
民

と
の
出
会
い
が
あ
り
、
医
療
チ
ー
ム
を
組
織
し
て

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
に
診
療
所
を
建
設
、
そ
れ

が
広
が
り
、
二

0
0
0年
よ
り
顕
在
化
し
た
大
干

ば
つ
で
、
薬
よ
り
も
水
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々

に
一
六

0
0本
の
井
戸
を
掘
り
、
命
を
支
え
ま
し

た
。
二

0
0三
年
か
ら
は
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路

の
建
設
が
始
ま
り
、
活
動
拠
点
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
移
し
、
水
事
業
を
軸
に

農
業
、
植
林
、
医
療
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
地
域
の

生
活
全
般
を
支
え
る
構
造
が
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

干
ば
つ
は
地
球
規
模
で
起
こ
る
温
暖
化
の
結
果

で
あ
り
、
世
界
的
に
自
然
が
荒
々
し
い
姿
に
な
り

つ
つ
あ
る
警
鐘
が
こ
の
地
に
鳴
ら
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
難
民
は
戦
争
だ
け
で
な
く
、
生
活
す
る
地
域

の
気
候
変
動
に
よ
る
荒
廃
で
生
じ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
中
村
医
師
は
繰
り
返
し
訴
え
て
い
ま
す
。

水
事
業
の
中
心
に
あ
る
灌
漑
技
術
I
I
P
M
S
方

（
祝
辞
）

慈
愛
に
満
ち
た

全
能
の
ア
ラ
ー
の
名
の
下
に

式
を
ま
と
め
た
『
緑
の
大
地
計
画
』
（
邦
文
・
英

文
）
を
ガ
ニ
大
統
領
は
何
度
も
熟
読
、
「
こ
れ
が
復

興
の
カ
ギ
」
と
思
っ
た
と
、
中
村
医
師
に
話
さ
れ

て
い
ま
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
市
民
証
の
持
つ
意
味
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
中
村
医
師
も
話
さ
れ
る
よ
う
に

「
文
字
通
り
現
地
に
溶
け
込
ん
だ
活
動
」
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

三
五
年
間
こ
の
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
員
の
皆
様
や
J
I
C
A
（
国
際

協
力
機
構
）
•
F
A
0

(
国
連
食
糧
農
業
機
関
）
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
機
関
の
方
々
と
共
に
喜
び
た

い
と
思
い
ま
す
。

ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
シ
ェ
イ
ワ
郡
郡
長

モ
ハ
マ
ッ
ド
イ
ス
マ
イ
ル
シ
ン
ワ
リ

親
愛
な
る
ア
フ
ガ
ン
国
民
と
日
本
の
皆
様
へ
。

私
よ
り
も
皆
さ
ん
の
方
が
よ
く
ご
存
知
だ
と
思
い

ま
す
が
、
今
日
ま
で
の
三

0
年
に
及
ぶ
年
月
に
わ
た

り
、
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
は
こ
こ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
働
い
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
最
初
は
医
療
の
分
野

で
最
良
の
仕
事
を
さ
れ
、
そ
の
後
、
灌
漑
事
業
に
着

手
な
さ
い
ま
し
た
。
ご
存
知
の
よ
う
に
当
時
の
シ
ェ
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イ
ワ
郡
は
干
ば
つ
で
沙
漠
化
し
て
お
り
、
農
地
を
耕

す
に
も
水
が
な
く
、

住
民
は
貧
困
や
病
気
な
ど
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
は
、
分
水
路
、
貯
水
池
な

ど
多
様
な
幅
を
持
つ
全
長
約
二
五

km
の
マ
ル
ワ
リ
ー

ド
用
水
路
を
建
設
し
ま
し
た
。
こ
の
用
水
路
に
よ
っ

て
、
シ
ェ
イ
ワ
郡
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
有
数
の
農

業
生
産
地
帯
の
―
つ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ド
ク

タ
ー
中
村
の
お
働
き
の
お
陰
で
す
。

ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
は
、
さ
ら
に
カ
シ
コ
ー
ト
や
ベ

ス
ー
ド
郡
な
ど
他
地
域
に
も
用
水
路
を
建
設
、
こ
れ

ら
は
現
在
一
六
、
五

0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
水

を
供
給
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
ク
ナ
ー
ル
河
の
増
水

に
よ
る
大
洪
水
で
破
壊
さ
れ
て
い
た
カ
チ
ャ
ラ
村
、

タ
ラ
ー
ン
村
、
コ
ー
テ
ィ
村
な
ど
の
土
地
を
救
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

先
日
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
ア

シ
ュ
ラ
フ
ガ
ニ
大
統
領
よ
り
ド
ク
タ
ー
中
村
に
市

民
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
こ
の
こ
と
を
大

変
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
中
村
は
真
に

こ
れ
を
受
け
る
に
値
す
る
方
で
あ
り
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
中
村
は
我
が
国
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
直

面
し
て
い
る
問
題
を
明
確
に
理
解
し
、
ク
ナ
ー
ル
河

を
相
手
に
何
を
な
す
べ
き
か
を
熟
知
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
民
、
こ
と
に
シ
ェ
イ
ワ
郡
住

民
は
、
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
の
お
働
き
と
貢
献
を

こ
れ
か
ら
も
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

市民証授与後のメッセージ

絶望的な状況の中、

PMS総院長／ペシャワール会現地代表 中村 哲

今回、

人々の希望と国土の回復を目指す

アフガニスタン大統領から直接、 このアフガン名誉国民の地位が与え

られました。ペシャワール会＝PMS(Peace Japan Medical Services)は、

れで文字通り現地に溶け込んだ活動になります。

ア

）

これは一人小生の活躍ではな

く、長年にわたる日本側の良心的支援、現地のアフガン人職員、地域の指導者

による協力の成果だと理解します。

それと同時に、私たちが努力を傾けてきた灌漑事業が、

があることが背景にあります。

この国で重要な意味

アフガニスタンは年々農地の乾燥化が進み、農

業不振で危機的な状況が生み出されつつあります。温暖化による最大の犠牲者

の一つがアフガニスタンです。私たちの試みが、 この絶望的な状況の中で、多

くの人々に希望を与えると共に、少しでも悲劇を緩和し、

土の回復が行われることを希望します。

より大きな規模で国

2019年10月7日
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J
I
C
A
（
国
際
協
力
機
構
）
の
招
聘
に
よ
り
、

福
岡
県
朝
倉
市
で
九
月
十
日
＼
十
二
日
に
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
（
農
業
灌
漑
牧
畜
省
・
水
エ
ネ
ル

ギ
ー
省
・
農
村
復
興
開
発
省
）
の
七
名
、

P
M
S
職

員
四
名
、
計
十
一
名
の
視
察
研
修
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。十
日
の
午
前
中
は
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
。
朝
倉
市

長
、
農
林
水
産
省
•
福
岡
県
・
山
田
堰
・
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
代
表
者
か
ら
熱
烈
な
歓
迎
挨
拶
の
後
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
活
動
に
関
す
る
中
村
先
生
の

講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
田
堰
の
研
修
で
は
、
二

0
一
九
年
二
月
に
竣

工
し
た
カ
マ
第
一
堰
が
筑
後
川
の
山
田
堰
と
酷
似

し
て
お
り
、
皆
さ
ん
が
驚
か
れ
て
い
る
こ
と
が
印

象
的
で
し
た
。
カ
マ
第
一
堰
は
ク
ナ
ー
ル
河
に
お

け
る
P
M
S
方
式
の
取
水
堰
モ
デ
ル
と
し
て
、
今

山
田
堰
土
地
改
良
区
前
理
事
長徳
永
哲
也

農
具
・
養
蜂
・
果
樹
管
理
な
ど
、

朝
倉
で
視
察
研
修

後
ア
フ
ガ
ン
各
地
に
普
及
拡
大
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

P
M
S
農
場
一
一
三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
有
効
活
用

と
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、

今
回
の
研
修
で
も
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
に
活
躍
し

と

う

み

た
日
本
の
「
足
踏
み
脱
穀
機
」
「
唐
箕
」
を
実
演
し
、

好
評
を
得
ま
し
た
。
農
作
業
効
率
化
の
た
め
の
農

具
普
及
拡
大
に
つ
い
て
は

P
M
S
で
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
山
田
堰
土
地
改
良
区
に
お
い
て
も
具

体
的
な
支
援
方
策
に
つ
い
て
取
り
組
む
所
存
で
す
。

―1
0
一
九
年
四
月
に
開
始
し
た

P
M
S
養
蜂
事

業
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
巣
箱
が
五
〇
箱
に
な
り
、

ユ
ー
カ
リ
の
蜂
蜜
三

0
0キ
ロ
を
採
集
し
た
と
の

こ
と
で
す
。
農
場
で
は
今
後
ビ
エ
ラ
や
か
ん
き
っ

類
の
蜂
蜜
の
一
大
生
産
地
を
目
指
す
取
組
み
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
朝
倉
市
の
藤
井
養
蜂
場
で
は

具
体
的
な
指
導
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
七
年
前
か
ら
植
樹
し
て
い
る
一
一
万
五
千

本
の
か
ん
き
つ
類
に
関
す
る
剪
定
方
法
な
ど
、
管

理
に
つ
い
て
は
福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
果
樹

部
の
藤
島
チ
ー
ム
長
の
指
導
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
特
に
、
高
木
に
な
る
か
ん
き
つ
類
に
つ

い
て
、
低
木
で
収
穫
し
や
す
い
台
木
を
採
用
す
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
の
助
言
を
得
た
こ
と

は
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

_-

P
M
S職
員
・
ア
フ
ガ
ン
政
府
関
係
者
が
来
日
研
修

両＝［

一
云
一
日
間
の
研
修
を
通
じ
、
皆
さ
ん
の
熱
意
あ
る

研
修
態
度
を
関
係
者
一
同
称
賛
し
て
い
ま
し
た
。

▼
未
使
用
の
切
手
、
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
（
官
製
ハ

ガ
キ
・
年
賀
ハ
ガ
キ
）
を
お
送
り
下
さ
い

＊
引
き
出
し
の
中
な
ど
に
眠
っ
て
い
る
も
の
を
お
送
り
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
会
報
発
送
等
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
大
変
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
外
国
の

切
手
は
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

▼
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
で
す
。

お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承
頂
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
致
し
ま
す
。

長年の友人のように再会を喜び合う徳永さんとジア医師

(2019年9月9日）
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全
国
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
員
の
皆
様
、
大
変
ご

無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
二
回
目
の
紙
面
登

場
で
少
し
ば
か
り
緊
張
し
て
い
ま
す
が
、
駄
文
に

し
ば
し
お
付
き
合
い
を
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た

い
で
す
。

書
き
た
い
事
は
山
ほ
ど
有
り
ま
す
が
、
今
回
は

P
M
S
現
地
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
フ
ァ
ヒ
ー
ム
技
士
と

の
三
回
に
わ
た
る
研
修
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

彼
と
の
出
会
い
は
一

1
0
一
七
年
に
行
わ
れ
た
初

の
測
量
研
修
で
の
こ
と
で
し
た
。
と
て
も
シ
ャ
イ

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
素
直
な
性
格
で
、
慣
れ
な

い
測
量
機
器
を
一
生
懸
命
に
覚
え
よ
う
と
す
る
姿

が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

た
だ
一
っ
気
が
か
り
だ
っ
た
の
は
、
こ
ち
ら
の

質
問
に
対
し
て
少
し
怯
え
と
い
う
か
自
信
の
無
さ

が
垣
間
見
え
て
、
こ
の
ま
ま
で
大
丈
夫
な
の
か
と

心
配
に
な
り
ま
し
た
。

フ
ァ
ヒ
ー
ム
技
士
と
の
出
会
い 闊

テ
ク
ノ樋

口

孝

「
来
年
ま
た
戻
っ
と
い
で
！
」

そ
れ
か
ら
一
年
後
の
―

1
0
一
八
年
秋
、
彼
と
測

量
研
修
で
再
会
し
ま
し
た
。
な
ん
と
彼
は
最
初
か

ら
生
き
生
き
と
し
た
目
で
こ
ち
ら
に
訴
え
か
け
て

き
ま
す
。
こ
れ
に
は
少
し
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
が
何
か
は
直
ぐ
に
理
解
出
来
ま
し
た
。

彼
は
自
国
に
帰
っ
て
か
ら
、
私
た
ち
が
教
え
た

こ
と
を
繰
り
返
し
訓
練
し
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の

姿
を
一
刻
も
早
く
私
た
ち
に
見
せ
た
か
っ
た
の
で

す
。
正
直
こ
れ
に
は
度
肝
を
抜
か
れ
ま
し
た
。

わ
ず
か
一
年
の
間
に
見
違
え
る
程
に
成
長
し
て

お
り
、
こ
ち
ら
が
当
初
予
定
し
て
い
た
研
修
内
容

を
大
幅
に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
に
腕
を
上

げ
、
私
た
ち
の
問
い
か
け
に
対
し
て
満
面
の
笑
み

で
答
え
る
彼
の
姿
に
、
そ
の
場
に
い
た
テ
ク
ノ
社

員
が
皆
、
尊
敬
の
念
す
ら
覚
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
こ
に
落
と
し
穴
が
あ
っ
た
こ
と
に

僅
か
三
日
ほ
ど
の
研
修
の
最
後
に
な
っ
て
気
が
付

き
ま
し
た
。

彼
は
測
量
作
業
の
一
部
し
か
理
解
出
来
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
。
現
場
で
の
作
業
に
つ
い
て
は
問

題
無
い
の
で
す
が
、
図
面
を
描
く
こ
と
は
全
く
覚

え
て
お
ら
ず
、
い
く
ら
教
え
よ
う
と
し
て
も
悲
し

そ
う
な
瞳
だ
け
を
返
し
て
く
る
の
で
す
。
そ
の
姿

は
一
年
前
に
目
に
し
た
彼
で
あ
り
、
図
面
を
描
く

こ
と
が
出
来
な
い
ま
ま
帰
国
し
て
い
っ
た
の
が
昨

年
の
こ
と
で
し
た
。

見
違
え
る
ほ
ど
に
成
長
し
た
け
れ
ど

そ
し
て
一
年
。
今
年
も
研
修
の
案
内
が

P
M
S

支
援
室
か
ら
来
た
時
に
は
、
正
直
あ
り
が
た
い
気

持
ち
で
一
杯
に
な
り
、
中
村
先
生
や

P
M
S
支
援

室
の
皆
様
に
ご
無
理
を
強
い
て
、
時
間
が
許
す
限

り
、
フ
ァ
ヒ
ー
ム
技
士
だ
け
別
行
動
で
測
量
研
修

を
や
ら
せ
て
貰
え
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
目
的
は
た
だ
―
つ
、
彼
に
図
面
を
描
か

せ
る
事
。
そ
の
為
に
は
何
が
必
要
か
、
我
々
テ
ク

ノ
に
何
が
出
来
る
か
を
皆
で
考
え
て
出
て
来
た
答

が
、
ア
リ
ダ
ー
ド
を
使
っ
た
平
板
測
量
で
す
。

図
面
を
描
か
せ
る
に
は
？

単

(13
頁
に
つ
づ
く
）

テクノ社寺田さん（写真右）、飯塚さん（写真中央）の指導を熱心に聴く

ファヒーム技士 (2019年9月11日）
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中村医師、ガニ大統領よリアフガン市民証を授与！
2019年10月78首都カプール・大統領官邸にて、ガニ大統領より中村医師ヘアフガン市民証が授与された。式典は

日本国副大使・アフガン政府報道官 •PMS 院長補佐ジア医師らが列席し、終始和やかな雰囲気で行われた。

ガニ大統領より「アフガニスタン・イスラム共和国市民証」を授与された中村医師

大統領は中村医師と長い抱擁の挨拶を交わした。「狂った川を愛を以て制したのですな。川から離れられませんな。」とユ

ーモアを交えて歓迎し、最大の英雄、最も勇敢な男、と激賞の言葉で称えた。最後に「いつでも官邸に来て、何か困った

ことがあれば知らせてくれるように」と述べ、再会を約した。
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地図は『天、共に在り』（中村哲著／NHK出版）より転載し追記しています

E
地
区
(
2
3
5
0
¥
3
7
6
6
m
地
点
）

◎
カ
ラ
ー
連
載

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
を
行
く
④

岩盤から眺める E地区全景。同地区には、渓谷から時折流れ下る鉄砲水の通過路が2ヵ所ある (2007年4月22日）

← 

右写真と同地点6年後。ヤナギが3~4mの高さまで生長し、
安定した水路となった (2009年4月23日）

シャベルやツルハシを使い、地元農民達の力で用水路掘削

が行われた (2003年8月19日）
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↑設置後1年を経過したカンレイ村の水車。福岡県朝
倉市の水車を元に作られた。毎日1200ド／以上の水を
汲み上げ、村々を潤している (2014年12月2日）

→水車の設置風景。同地区周辺は高台でマルワリード

用水路からの分水ができなかった。水車により水の恩

恵を受けて農地が拡がった (2013年6月25日）

2019年12月4日
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9月8~158、アフガン政府省庁•PMSより 11名が来H!

↑八木山産こしひかりを使って足踏み脱穀機の実

習。現地では稲をドラム缶に打ちつけて脱粒してい

る。今後アフガニスタンでの普及が期待される。

←福岡県農林業総合試験場にてかんきつ類の剪定

の実習。 PMS農場では今まで剪定していなかった

ため、質問が止まらなかった。

↓藤井養蜂場にて受講。 PMSの養蜂はまだまだ

始まったばかり。
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ア
リ
ダ
ー
ド
。
皆
様
に
は
聞
き
な
れ
な
い
言
葉

で
し
ょ
う
が
、
端
的
に
言
え
ば
古
い
測
量
法
で
、
使

う
機
器
も
古
典
的
な
道
具
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ア

リ
ダ
ー
ド
は
測
量
作
業
と
図
面
作
成
を
一
連
で
行

う
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
今
回
の
研
修
に
は
も

っ
て
こ
い
の
機
器
で
す
。
こ
う
し
て
方
針
は
固
ま

り
ま
し
た
。

古
い
測
置
機
器
を
使
う
の
で
、
講
師
に
は
測
量

部
長
で
あ
る
寺
田
を
中
心
に
皆
が
名
乗
り
を
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。
が
、
世
の
中
そ
ん
な
に
上
手
く

行
く
は
ず
も
な
く
、
肝
心
の
ア
リ
ダ
ー
ド
の
機
材

が
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
の
豪
雨
で
当
社
も
浸
水
被

害
を
受
け
た
た
め
、
廃
棄
処
分
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

無
い
も
の
は
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
研

修
に
は
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
と
考
え
る
日
々
を
過
ご

ひ
ら
め

し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
日
ふ
と
閃
き
、
同
業
者

に
電
話
を
か
け
ま
く
っ
て
、
他
社
の
倉
庫
に
眠
っ

て
い
る
ア
リ
ダ
ー
ド
を
な
ん
と
か
二
台
借
り
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
で
準
備
は
万
端
、
後
は
研

修
の
そ
の
日
を
待
つ
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

笑
顔
と
幸
せ
な
時
間
の
訪
れ

そ
し
て
迎
え
た
研
修
の
日
、
見
事
に
フ
ァ
ヒ
ー

ム
技
士
は
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。
三
年
の
月
日
は

彼
を
こ
こ
ま
で
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

研
修
内
容
に
つ
い
て
は
寺
田
の
寄
稿
に
任
せ
て

詳
細
は
省
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
研
修
中
の

フ
ァ
ヒ
ー
ム
技
士
の

一
言
だ
け
を
皆
様
に
ご
報
告

し
ま
す
。

「
ア
リ
ダ
ー
ド
も
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
結

局
同
じ
じ
ゃ
な
い
？
」

そ
の
言
葉
に
、
そ
の
場
に
い
た
私
た
ち
テ
ク
ノ
社

員
は
心
か
ら
笑
顔
に
な
れ
ま
し
た
。
言
っ
た
本
人

も
笑
顔
に
な
り
、
そ
の
場
に
幸
せ
な
時
間
が
訪
れ

ま
し
た
。
そ
こ
に
い
た
彼
は
も
う
昔
の
彼
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
コ
ッ
コ
ツ
と
毎
日
同
じ
よ
う
な
作
業

を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
し
っ
か
り
と
仕
事
を
熟

し
て
い
く
職
人
が
い
ま
し
た
。
私
た
ち
と
同
じ
職

人
で
す
。
国
や
環
境
が
違
う
だ
け
で
、
や
っ
て
い

る
仕
事
が
同
じ
で
あ
る
か
ら
こ
そ
解
り
合
え
る
同

じ
感
覚
を
、
今
の
彼
は
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。
や

試
行
錯
誤
の
技
術
研
修

私
共
閥
テ
ク
ノ
（
測
量
部
）
が
J
I
C
A
主
催

の
技
術
研
修
に
講
師
と
し
て
参
加
す
る
の
は
三
回

目
。
い
ず
れ
も
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
新
し
い
測

量
機
器
の
紹
介
と
、
地
形
図
（
山
田
堰
周
辺
）
の
作

成
を
行
っ
た
。
特
に
、
地
形
図
の
作
成
に
は
ア
フ

昧
テ
ク
ノ
寺
田
俊
博

測
最
の
基
本
に
戻
っ
て

改
め

っ
て
良
か
っ
た
、
本
当
に
良
か
っ
た
。
今
、

て
そ
う
思
え
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
三

度
も
与
え
て
下
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
自
国
に
帰
っ
て
行
っ

た
現
地
P
M
S
職
員
の
方
々
に
一
言
、

「
来
年
ま
た
戻
っ
と
い
で
！
」

こ
の
紙
面
に
お
付
き
合
い
い
た
だ
い
た
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
員
の
皆
様
に
も
一
言
、

「
皆
様
の
お
か
げ
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
希
望
の

光
が
芽
生
え
て
い
ま
す
よ
」

以
上
、
感
謝
の
言
葉
で
締
め
く
く
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
方
に
よ
り
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
。

一
回
目
は
、

・
基
準
点
の
設
置

・
機
械
の
据
え
付
け

・
現
地
の
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
（
測
量
機
器
の

一
種）

を
使
用
し
た
観
測
（
角
度
・
距
離
）

・
観
測
デ
ー
タ
の
パ
ソ
コ
ン
ヘ
の
取
り
込
み
プ

ロ
ッ
ト
及
び
図
化

問
題
点
は
、
観
測
デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
プ

ロ
ッ
ト
し
図
化
す
る
の
で
、
現
地
で
の
略
図
（
番

号
図
）
が
正
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
多

く
の
デ
ー
タ
を
管
理
す
る
の
が
大
変
困
難
だ
っ
た
。

二
回
目
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
達
に
は
ま

だ
馴
染
み
の
薄
い
、
次
の
二
つ
の
測
量
機
器
を
使
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用
す
る
方
法
で
行
っ
た
。

①
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

角
度
を
測
る
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
と
測
距
儀
の
機
能

を
持
ち
、
水
平
距
離
・
高
低
差
を
計
算
し
表
示
。

こ
れ
を
無
線
に
よ
り
パ
ソ
コ
ン
に
デ
ー
タ
を
送
信
。

②
電
子
平
板
（
パ
ソ
コ
ン
）

ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
デ
ー
タ
を
受

け
取
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
の
図
形
編
集
機

能
を
利
用
し
て
三
次
元
地
形
同
を
作
成
。

こ
の
測
量
方
法
は
、
観
測
デ
ー
タ
が
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
パ
ソ
コ
ン
上
に
三
次
元
座
標
点
と
し
て
表

示
さ
れ
、
図
化
編
集
が
出
来
る
こ
と
で
大
変
好
評

で
し
た
が
、
現
地
の
ど
の
位
置
を
座
標
化
す
れ
ば 今回は最新機器による測量も体験した。

ヒーム技士(2019年9月12日）

s 

ドローンを操縦しているファ

良
い
の
か
の
理
解
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
と
、
現

地
で
は
一
―
つ
の
機
械
を
準
備
で
き
な
い
こ
と
が
問

題
と
し
て
残
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
三
脚
の
台
に
平
板
を
の
せ
、
コ

ン
パ
ス
・
ア
リ
ダ
ー
ド
・
巻
き
尺
を
用
い
て
、
測

量
結
果
を
そ
の
場
で
地
形
図
に
し
て
い
く
、
ト
ー

タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
電
子
平
板
の
無
い
時
代
の

測
量
方
法
を
取
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
図
化
す
る
場
所
の
選
定
。
前
回
ま
で
と

異
な
り
、
構
造
物
の
多
い
彼
等
の
宿
泊
す
る
ホ
テ

ル
の
敷
地
全
体
と
し
、
本
館
・
立
体
駐
車
場
及
び

植
え
込
み
等
を
含
む
地
形
医
と
し
ま
し
た
。

前
回
ま
で
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
三
脚
の
台
に
平

板
を
の
せ
ア
リ
ダ
ー
ド
と
巻
き
尺
で
図
面
を
描
き

始
め
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
は
、
現
地
の
ど
の

位
置
を
平
板
上
に
落
と
し
た
ら
良
い
の
か
を
理
解

す
る
た
め
と
、
出
来
上
が
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か

ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
簡
単
な
見
取
り
図
を
フ
リ

ー
ハ
ン
ド
で
描
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
で
準
備
オ
ッ
ケ
イ
、
基
準
点
の
上
に
平
板

を
据
え
付
け
る
。
こ
の
作
業
は
当
初
か
ら
何
度
も

行
っ
て
い
る
機
械
の
据
え
付
け
の
お
陰
で
早
い
。

次
に
、
ア
リ
ダ
ー
ド
に
よ
る
後
視
の
視
準
、
こ
れ

も
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
に
よ
る
観
測
で
問
題
な
い
。
あ

と
は
、
前
視
（
簡
単
な
見
取
り
図
の
折
れ
点
）
の
視

準
と
距
離
の
測
定
を
し
、
ア
リ
ダ
ー
ド
の
目
盛
で

そ
の
距
離
を
落
と
す
だ
け
。
目
盛
盤
は
色
々
な
縮

尺
に
変
更
で
き
る
。
今
回
は
、
五
百
分
の
一
で
作

成
。
あ
と
は
、
前
視
の
点
と
点
を
結
び
、
装
飾
を

ま
だ
ま
だ
残
暑
の
厳
し
い
九
月
上
旬
、
途
中
で

雨
が
降
り
だ
す
中
、
真
剣
に
説
明
を
聴
き
熱
心
に

作
業
を
進
め
る
現
地
技
士
の
姿
に
、
こ
ち
ら
も
説

明
に
力
が
入
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
こ
の
測
量
方

法
で
地
形
図
を
作
成
し
た
こ
と
の
あ
る
の
は
五
十

歳
以
上
の
人
で
、
今
で
は
そ
の
道
具
も
無
い
会
社

が
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

近
年
は
測
量
機
器
も
日
進
月
歩
で
、
多
種
多
様

な
機
能
が
快
適
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
光

を
飛
ば
せ
ば
位
置
情
報
は
全
て
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
事
前
に
地
形
図
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

無
く
無
駄
に
観
測
点
を
増
や
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
し
、
バ
ッ
テ
リ
ー
が
な
け
れ
ば
何
も
出
来

な
い
技
術
者
も
見
か
け
ま
す
。

け
れ
ど
も
今
回
の
こ
の
測
量
方
法
を
理
解
し
て

お
け
ば
、
ど
ん
な
に
測
量
機
器
が
進
歩
し
て
も
地

形
図
を
描
け
ま
す
し
、
簡
単
な
図
面
で
あ
れ
ば
日

用
品
を
代
用
し
て
作
成
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
方
々
の
素
直
な
態

度
と
熱
心
な
眼
差
し
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
で
、
私

達
テ
ク
ノ
の
社
員
も
多
大
な
影
響
を
受
け
、
測
量

の
基
本
に
戻
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
を
今

後
の
日
々
の
仕
事
の
励
み
と
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

以
上
、
ま
こ
と
に
稚
拙
な
文
章
と
な
り
ま
し
た

が
、
最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
地
形
図
が
描
け
る

す
れ
ば
地
形
図
の
完
成
。
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中村哲医師の著作等

アフガン・緑の大埴計画
伝統に学ぷ灌漑工法と甦る農業 【改訂版】

Peace Uapan) Medical Services＆ペシャワール会

B5判並製・256頁・オールカラー 1700円（税込）

以下はすべて本体価格（税別）です

医者、用水路を拓く
アフガンの大地から世界の虚構に挑む

1800円

2000円ダラエ•ヌールヘの道
ペシャワールにて

辺境て診磯境から見る

医者井戸を掘る

医は国境を越えて 2000円

石風社福岡市中央区渡鴎2-3-24
電話092(714)4838 

人は愛するに足り、真心は
信ずるに足るアフガンとの約束
中村哲／澤地久枝（聞き手） 2100円

竹波書店雷盟認悶篇詞ツ橋2-5-5

瓦共に在り 闊翡尉
中村哲 1600円

NHK出版東京都昭谷区字田川町41-1
電話03(3,164) 7311 

アフガニスタン22
用水路が運ぷ
恵みと平和
朗読吉永小百合
2700円
ペシャワール会製作

1800円

1800円

1800円

活
発
な
意
見
交
換
と
学
習

今
回
、
私
た
ち
は
ア
フ
ガ
ン
政
府
の
代
表
者
た

ち
と
日
本
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
の
概
略
は
以
下

の
通
り
で
す
。

―1
0
一
九
年
九
月
八
日
に
東
京
の
空
港
に
到
着

す
る
と
、
日
本
の
兄
弟
た
ち
と
J
I
C
A
職
員
の

方
達
が
私
た
ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
信
じ

ら
れ
な
い
よ
う
な
瞬
間
で
し
た
。
と
同
時
に
感
謝

の
気
持
ち
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

九
月
九
日
（
月
）
は
、

J
I
C
A
本
部
で
J

I

P
M
S
職
員
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

ア
ジ
ュ
マ
ル
ス
タ
ニ
ク
ザ
イ

こ
の
経
験
を
未
来
の
泄
代
に

C
A
と
P
M
S
水
利
方
式
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

に
関
す
る
会
議
の
あ
と
、

C
T
I
I
（
建
設
技
研

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
か
ら
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
外
務
省
へ
表
敬
訪
問
、
そ
の
際
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
P
M
S
の
活
動
に
つ
い
て

い
く
つ
か
の
質
問
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
受

け
て
、
「
我
々
が
P
M
S
方
式
を
採
用
し
て
取
水
設

備
を
建
設
し
て
い
け
ば
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
貧

困
は
な
く
な
り
、
現
地
は
安
全
に
な
り
戦
争
が
な

く
な
り
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

九
月
十
日
（
火
）
、
朝
倉
市
主
催
の
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
。
山
田
堰
見
学
。

九
月
十
一
日
（
水
）
、
朝
倉
市
の
藤
井
養
蜂
場
を

訪
ね
、
ミ
ツ
バ
チ
の
管
理
法
や
蜂
蜜
に
な
る
ま
で

の
工
程
な
ど
多
く
の
質
問
を
し
て
、
養
蜂
に
つ
い

て
こ
れ
ま
で
以
上
の
知
識
を
得
ま
し
た
。
そ
の
後
、

稲
田
を
見
学
し
ま
し
た
。

九
月
十
二
日
（
木
）
、

C
T
I
I
が
ガ
イ
ド
ラ
イ

福
岡
で
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
の
ス
タ

ッ
フ
や
支
援
者
の
皆
さ
ん
が
、
私
た
ち
と
ア
フ
ガ

ひ
と
つ
の
チ
ー
ム
の
よ
う
に

ン
に
掲
載
す
る
灌
漑
方
式
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
参
加
者
が
活
発
に
意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
福
岡
県
農
林
業
総
合

試
験
場
で
、
果
物
や
穀
物
の
栽
培
、
養
鶏
な
ど
を

見
学
、
昔
な
が
ら
の
農
具
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
ミ
カ
ン
園
に
行
き
、
剪
定
の
方
法
、

病
害
対
策
、
肥
料
の
使
い
方
な
ど
様
々
な
情
報
を

提
供
し
て
頂
き
、
ま
た
私
た
ち
の
質
問
に
対
し
て

丁
寧
に
お
答
ぇ
下
さ
り
、
こ
こ
で
も
多
く
の
学
習

を
し
ま
し
た
。

C
T
I
I
の
細
野
さ
ん
か
ら
は
新
旧
の
野
菜
栽

培
法
や
灌
漑
方
式
に
つ
い
て
、
そ
の
違
い
や
長
所

を
講
義
し
て
頂
き
ま
し
た
。
私
か
ら
も
、
去
年
細

野
さ
ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
野
菜
づ
く
り
を

ガ
ン
ベ
リ
農
園
で
実
施
し
、
少
な
い
水
で
野
菜
が

栽
培
出
来
て
利
点
が
多
か
っ
た
こ
と
を
発
表
し
ま

し
た
。
ま
た
今
回
は
細
野
さ
ん
か
ら
大
変
有
効
な

サ
イ
フ
ォ
ン
方
式
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
現

地
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

九
月
十
三
日
（
金
）
、
熊
本
県
を
訪
れ
、
「
鼻
ぐ

り
井
手
」
と
い
う
名
の
大
変
歴
史
の
あ
る
用
水
路

を
見
学
し
、
続
い
て
「
白
川
水
源
」
と
「
菊
池
渓

谷
」
を
訪
ね
ま
し
た
。
ど
こ
も
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
で
、
鼻
ぐ
り
井
手
は
本
当
に
よ
く
考
え
て
作
ら

れ
た
も
の
だ
と
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
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ン
政
府
三
省
（
農
村
復
興
開
発
省
、
農
業
灌
漑
牧
畜

省
、
水
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
）
代
表
者
の
た
め
に
歓
迎
会

を
開
い
て
頂
き
ま
し
た
。
日
本
の
方
達
と
ひ
と
つ

の
チ
ー
ム
に
な
っ
た
よ
う
で
、
温
か
く
歓
待
し
て

下
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

ま
た
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
の
方
達
と
、

P

我
々
が
用
水
路
建
設
で
行
う
柳
枝
工
は
、
す
っ

か
り
定
番
と
な
っ
て
、
柳
の
な
い
水
路
は
物
足
り

な
く
思
え
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
今
年
四
月
、
二
〇

0
三
年
に
は
じ
ま
る
「
緑
の
大
地
計
画
」
で
P
M

S
が
行
っ
た
植
樹
が
一

0
0万
本
を
記
録
、
そ
の

う
ち
六

0
万
本
が
柳
だ
。
つ
き
あ
い
も
長
く
な
っ

た
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

回
水
辺
で
元
気

た
い
て
い
の
樹
木
は
水
に
浸
か
り
続
け
る
と
死

ぬ
。
湿
地
に
木
が
生
え
な
い
の
は
そ
の
た
め
だ
。

柳
は
不
思
議
な
木
で
、
水
腐
れ
を
起
こ
さ
ず
、
む
し

ろ
水
辺
で
元
気
が
よ
い
。
流
水
か
ら
も
酸
素
を
と

り
込
む
水
草
の
よ
う
な
性
質
が
あ
る
か
ら
だ
。
初

ね
か
た

夏
、
柳
の
根
方
を
見
る
と
、
岸
辺
か
ら
張
り
出
す

水
の
よ
も
や
ま
話

(
5
)

柳
の
話r
 

M
S
の
活
動
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
の
場
も
持
ち

ま
し
た
。

今
回
の
訪
日
で
、
私
は
農
具
や
節
水
の
方
法
、

養
蜂
の
工
程
、
み
か
ん
の
剪
定
な
ど
色
々
な
情
報

を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
全
て

の
情
報
を
ガ
ン
ベ
リ
農
場
に
応
用
し
て
、
こ
の
経も

う

毛
根
が
観
察
さ
れ
る
（
写
真
1
)
。
ま
る
で
赤
い
毛

既
の
よ
う
に
、
鮮
や
か
だ
。
古
く
か
ら
岸
辺
の
保

護
に
用
い
ら
れ
、
日
本
で
も
「
川
端
や
な
ぎ
」
は

馴
染
み
深
い
。
日
本
で
一
般
的
な
の
は
「
し
だ
れ

や
な
ぎ
」
で
、
幽
霊
の
姿
を
連
想
さ
せ
、
怪
談
に

よ
く
登
場
す
る
。
し
だ
れ
や
な
ぎ
は
中
国
原
産
で
、

奈
良
時
代
に
渡
来
し
て
全
国
に
広
が
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
実
際
、
日
本
の
地
名
や
人
名
に
は
柳

が
頻
繁
に
登
場
す
る
。

世
界
に
三

0
0種
と
も
言
わ
れ
、
中
間
種
も
あ

る
の
で
、
実
際
は
分
類
で
き
な
い
ほ
ど
多
い
ら
し
い
。

日
本
の
在
来
種
は
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
が
有
名
だ
。
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
「
し
だ
れ
」
を
殆
ど
見
か
け
ず
、

我
々
が
現
地
で
使
用
す
る
も
の
は
「
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
」

の
近
縁
種
と
思
わ
れ
、
枝
は
ピ
ン
と
張
っ
て
い
る
。

P
M
S総
院
長
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表
中
＇
村

i

巷
1 J
 鮮

や
か
で
柔
ら
か
い
独
特
の
緑
色
が
印
象
的
で
、

験
を
未
来
の
世
代
に
伝
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し
て
下
さ

っ
た
、

J
I
C
A
、
C
T
I
I
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
せ
い
か
、
柳
に
ま
つ
わ
る
怪
談
話
は
な
い
。

柳
も
お
し
べ
と
め
し
べ
が
あ
り
、
一
応
は
虫
媒
花

で
あ
る
。
但
し
、
雌
雄
が
別
々
の
枝
に
着
く
。
春

三
月
、
芽
吹
く
若
葉
に
混
じ
っ
て
、
花
が
観
察
さ

れ
る
（
写
真
2
)
。
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
ふ
っ
く
ら
し
た

花
は
お
な
じ
み
だ
。
日
本
の
し
だ
れ
や
な
ぎ
に
雌

も
っ
ば

花
が
な
い
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
、
専
ら
挿
し
木
で

広
が
っ
た
ら
し
い
。

回
色
彩
の
魅
カ
ー
詩
歌
の
柳

写真1 河辺から出る柳の根（カマ第一堰）
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昔
か
ら
詩
歌
に
登
場
す
る
。
万
葉
集
な
ど
で
も
謳

わ
れ
、
中
国
の
古
典
に
は
、
そ
の
ま
ま
「
柳
色
」
と

い
う
表
現
で
登
場
す
る
。
春
か
ら
初
夏
、
た
お
や

か
で
、
か
つ
夢
の
よ
う
に
鮮
や
か
な
色
彩
は
、
何

故
か
郷
愁
を
誘
い
、

一
度
見
る
と
忘
れ
な
い
。

や
は
ら
か
に
柳
あ
を
め
る
北
上
の

岸
辺
目
に
見
ゆ
泣
け
と
ご
と
く
に

石
川
啄
木

こ
れ
は
望
郷
の
詩
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
柳
の
群

落
は
、
ど
こ
の
里
で
も
見
ら
れ
た
故
郷
の
風
物
で

も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

い

じ

ょ

う

う

る

お

渭
城
の
朝
雨
軽
塵
を
泡
す

せ
い
せ
い
り
ゅ
う
し
ょ
く

客
舎
青
々
柳
色
新
た
な
り

君
に
勧
む
更
に
尽
せ
一
杯
の
酒

か
た

西
の
方
陽
関
を
出
ず
れ
ば
故
人
な
か
ら
ん

「元
二
の
安
西
に
使
い
す
る
を
送
る
」
王
維

こ
れ
は
唐
代
の
有
名
な
漢
詩
で
、
か
つ
て
送
別

う
た

会
で
盛
ん
に
謡
わ
れ
た
。
た
い
て
い
が
酒
の
席
だ

っ
た
か
ら
、
「
一
杯
の
酒
」
に
力
が
入
り
、
前
の

「
柳
色
」
ま
で
深
く
想
像
で
き
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
灌
漑
の
仕
事
を
始
め
て

か
ら
、
や
っ
と
こ
の
詩
の
情
感
が
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
前
の
二
行
が
な
い
と
、
「
も
う
会
え

な
い
」
と
い
う
後
半
の
切
々
た
る
思
い
は
伝
わ
ら

な
い
。
細
か
い
砂
漠
の
塵
で
覆
わ
れ
る
内
陸
の
乾

「
柳
の
枝
に
雪
折
れ
な
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
新

回
折
れ
な
い
柳
の
枝

燥
地
帯
は
、
時
折
朝
方
に
霧
雨
が
下
る
。
雨
が
去

る
と
空
気
が
澄
み
渡
り
、
木
の
葉
の
緑
が
鮮
や
か

に
表
れ
る
。
特
に
こ
の
季
節
の
柳
の
色
は
目
が
覚

め
る
よ
う
に
美
し
い
。
故
郷
を
偲
ば
せ
る
情
景
の

中
で
、
遠
く
へ
旅
立
つ
親
友
を
送
る
の
で
あ
る
。

回
柳
の
精
・
聖
な
る
木

縁
起
を
か
つ
ぐ
人
は
、
柳
を
庭
に
植
え
な
い
。

三
途
の
川
な
ど
、
川
の
岸
辺
は
昔
か
ら
こ
の
世
と

あ
の
世
の
境
界
と
考
え
ら
れ
、
柳
が
そ
れ
を
連
想

さ
せ
る
か
ら
だ
。
幽
霊
の
姿
も
、
し
だ
れ
柳
か
ら

想
像
さ
れ
や
す
い
。

柳
は
そ
の
し
な
や
か
さ
か
ら
女
性
が
想
像
さ
れ
、

柳
腰
と
い
う
言
葉
も
あ
る
。
古
く
か
ら
柳
の
精
が

女
に
化
け
て
男
を
た
ぶ
ら
か
す
と
い
う
話
が
各
地

に
あ
る
が
、
必
ず
し
も
恐
ろ
し
い
妖
怪
で
は
な
く
、

小
泉
八
雲
の
怪
談
の
「
青
柳
の
話
」
は
、
可
憐
な

娘
が
登
場
す
る
悲
恋
の
物
語
だ
。

キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
縁
起
の
良
い
木
と
し
て
扱

わ
れ
る
。
切
り
口
か
ら
旺
盛
に
新
た
な
枝
を
出
す

さ
ま
が
、
復
活
の
象
徴
と
し
て
理
解
さ
れ
る
ら
し

い
。
福
音
書
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
イ
エ
ス
の
エ
ル

サ
レ
ム
入
城
の
際
、
民
衆
が
路
上
に
シ
ュ
ロ
の
枝
を

敷
い
て
迎
え
た
と
い
う
故
事
が
あ
る
。
こ
れ
を
記

念
す
る
「
シ
ュ
ロ
の
主
日
」
に
は
、
早
春
に
芽
吹

く
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
が
世
界
中
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。

写真2 ミラーン堰
用水路沿いの柳

鮮
な
柳
の
枝
は
、
曲
げ
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
決

し
て
折
れ
な
い
。
中
国
で
は
弓
矢
の
矢
に
使
わ
れ
、

日
本
語
の
や
な
ぎ
と
い
う
言
葉
も
矢
に
由
来
す
る
。

曲
げ
て
も
す
ぐ
戻
る
の
で
、
か
つ
て
別
れ
の
際
に
柳

た

む

の
枝
を
手
向
け
る
と
い
う
風
習
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
細
い
枝
を
集
め
て
編
み
、

手
籠
を
作
る
。
最
近
で
は
見
か
け
な
く
な
っ
た
が
、

日
本
で
は
柳
行
李
が
有
名
で
、
古
く
か
ら
旅
行
や

行
商
の
荷
物
入
れ
と
し
て
、
今
の
旅
行
カ
バ
ン
の

よ
う
に
用
い
ら
れ
た
。

鞭
に
も
使
わ
れ
た
ら
し
く
、
童
謡
「
歌
を
忘
れ

た
カ
ナ
リ
ア
」
（
西
條
八
十
・
作
詞
）
に
出
て
く
る
。

そ
の
中
に
、
「
歌
を
忘
れ
た
カ
ナ
リ
ア
は
柳
の

ム
チ
で
ぶ
ち
ま
し
ょ
か
」
と
穏
や
か
で
な
い

一
節

が
あ
る
。
「
い
え
い

え
、
そ
れ
は
か
わ
い

そ

う

象

牙

の

船

か
い

に
銀
の
櫂
、
月
夜
の

海
に
浮
べ
れ
ば
、
忘

れ
た
歌
を
お
も
い
だ
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す
」
と
続
く
。
子
供
の
頃
か
ら
こ
の
歌
が
好
き
で
、

こ
の
齢
に
な
っ
て
も
覚
え
て
い
る
。
叩
い
た
り
責

め
た
り
し
て
も
、
人
は
良
く
な
ら
な
い
。
心
和
む

情
景
の
中
に
置
け
ば
よ
い
。
そ
の
通
り
だ
。
第
一

美
し
い
柳
を
鞭
に
使
う
な
ど
、
よ
ろ
し
く
な
い
。

ヤ
ナ
ギ
は
岸
辺
で
旺
盛
に
成
長
し
て
根
を
張
る

の
で
、
古
く
か
ら
護
岸
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。
我
々

の
現
場
で
は
、
主
に
用
水
路
壁
の
ふ
と
ん
籠
エ
と

併
せ
て
行
わ
れ
る
。
石
の
隙
間
に
細
か
い
根
が
入

り
込
み
、
生
き
た
籠
と
し
て
石
垣
の
構
造
を
保
つ
。

し
か
し
、
ク
ナ
ー
ル
河
の
よ
う
な
急
流
の
自
然

河
川
で
は
柳
枝
工
は
使
え
な
い
。
主
に
緩
や
か
な

そ

だ

川
で
用
い
ら
れ
る
。
粗
染
沈
床
は
、
生
き
た
柳
枝

で
編
ん
だ
網
を
沈
め
て
水
辺
で
根
を
張
ら
せ
、
岸

辺
を
守
る
本
格
的
な
伝
統
工
法
だ
。
我
々
も
ず
い

c
河
川
H
法
の
中
の
柳
（
柳
枝
エ
）

新緑の用水路（ミラーン堰）

ぶ
ん
試
み
た
が
、
水
位
差
が
激
し
い
ク
ナ
ー
ル
河
に

は
向
か
な
い
。
そ
こ
で
、
独
立
し
た
ふ
と
ん
籠
周
囲

そ
う
せ
い

に
編
み
込
ん
で
叢
生
さ
せ
、
河
原
に
多
数
を
埋
設
、

砂
州
表
面
の
保
護
に
用
い
た
。
形
が
生
け
花
の
剣

山
に
似
て
い
る
の
で
、
「
剣
山
粗
染
柵
」
な
ど
と
称

し
て
い
る
。
こ
の
他
、
河
辺
の
水
制
間
に
植
え
、
士

留
め
と
し
て
斜
面
保
護
に
使
う
こ
と
も
多
い
。

回
群
落
の
維
持
と
植
樹

条
件
が
良
け
れ
ば
、
ヤ
ナ
ギ
は
十
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
大
木
に
な
る
が
、
寿
命
は
案
外
短
い
。
昆

虫
た
ち
に
は
人
気
の
樹
の
一
っ
で
、
ガ
、
ハ
ム
シ
の

幼
虫
が
葉
を
好
み
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
が
小
枝
の
樹
液

を
吸
い
、
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
や
ゾ
ウ
ム
シ
が
幹
に
穴
を

あ
け
て
棲
み
つ
き
、
産
卵
す
る
。
た
い
て
い
は
共
生

し
て
い
る
が
、
古
く
な
る
と
樹
に
元
気
が
な
く
な

っ
て
、
シ
ロ
ア
リ
が
つ
く
と
枯
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

維
持
す
る
の
は
定
期
的
な
刈
り
こ
み
か
伐
採
が

よ
い
。
切
株
か
ら
盛
ん
に
シ
ュ
ー
ト
（
若
い
枝
）

を
発
し
、
普
通
五
年
以
上
経
っ
た
群
落
な
ら
、
ニ

年
で
完
全
に
回
復
す
る
。
殺
虫
剤
は
厳
禁
だ
。
ひ

ど
い
食
害
で
も
群
落
全
体
が
や
ら
れ
る
こ
と
は
先

ず
な
い
。
駆
除
は
天
敵
の
鳥
や
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
に

任
せ
、
古
く
な
っ
た
ら
伐
採
し
て
新
枝
に
更
新
す

る
の
が
一
番
良
い
。

植
樹
は
全
て
挿
し
木
で
、
適
期
は
晩
冬
、
水
や

り
は
バ
ケ
ツ
に
よ
る
手
作
業
だ
。
以
前
、
能
率
を

上
げ
る
た
め
に
水
ポ
ン
プ
を
使
っ
て
い
た
が
、
活
着

率
は
芳
し
く
な
か
っ
た
。
十
年
ほ
ど
前
、
来
て
い

た
梅
本
ワ
ー
カ
ー
が
バ
ケ
ツ
の
方
が
確
実
と
言
い

出
し
、
試
し
に
実
行
し
た
と
こ
ろ
、
活
着
率
九
九

％
と
い
う
驚
く
べ
き
結
果
が
出
て
、
以
来
そ
れ
を

採
用
し
て
い
る
。
幼
木
は
手
作
業
で
大
事
に
扱
う

方
が
よ
く
、
ポ
ン
プ
で
は
土
が
洗
い
流
さ
れ
、
木

が
固
定
し
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
。

最
近
で
は
、
作
業
員
が
更
に
考
え
て
、
補
水
を
工

夫
し
た
「
挿
し
木
床
」
が
大
成
功
、
季
節
を
問
わ

ず
、
い
つ
で
も
植
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
限

ら
れ
た
エ
期
で
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
ヤ
ナ
ギ
は
最
も
身
近
な
植
物
と
な
り
、

作
業
地
内
の
至
る
所
で
柳
の
群
落
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

P
M
S
の
用
水
路
工
、
排
水
路
工
、

の
り

護
岸
工
、
法
面
工
に
は
必
ず
柳
の
群
落
が
あ
り
、
そ

の
長
さ
を
合
計
す
る
と
優
に
百
キ
ロ
を
超
え
る
だ

ろ
う
。至
る
所
で
、
美
し
い
緑
が
道
行
く
人
た
ち
の
心

を
和
ま
す
。
着
工
以
来
六

0
万
本
、
柳
の
精
た
ち

が
多
数
現
れ
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。

▼
現
地
活
動
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お

送
り
し
ま
す

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
を
ご
紹
介
さ
れ
る
と
き
に
お

使
い
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
（
払
込
用
紙
が
つ
い
て
い

ま
す
）
。
ご
希
望
の
方
は
遠
慮
な
く
事
務
局
に
お
申
し

越
し
下
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
A

3
変
形
を
四
折
り

し
た
も
の
で
、
長
形
の
定
形
封
筒
に
入
る
カ
ラ
ー
版

で
す
。
な
お
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
会
報
等
は
受
け
取
る

意
思
の
あ
る
方
へ
の
配
布
を
原
則
と
し
て
お
り
ま
す
。

（
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
等
は
御
遠
慮
下
さ
い
）
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＊表紙写真によせて＊

用水路工事現場てーの朝食

今朝も母親から受け取った朝食を、子

ども達が用水路現場近くのテントにいる父

親や兄に届ける。厳寒の冬場の夜でも変

わりなく資機材を管理する彼らがいなけ

れば、工事は難しい。
じゃかご

用水路建設の現場すぐ傍には蛇籠の

網や、レンガ、セメント、鉄筋の他にも、

スコップやコテ、一輪車など、資機材の置

き場としてテントが張られる。

近くの村人が見張り番として、工事が終

わるまでテントで寝起きし、任務を果たし

ているのである。
かまど

テント脇の即席の窟でチャイをつくって、

母親から預かった布切れを地面に広げる

と、タンドゥーリで焼いたばかりの香ばし

いナン。アツアツを届けるために子ども達

は走ってきたようだ。束の間の静かな時。

皆でチャイにたっぷり砂糖をいれてナンを

浸して食べる。質素な食卓に暖かな一日

の始まりとおだやかな空気を感じる。

緒
方
貞
子
さ
ん
は
最
も
親
近
感
を
覚
え
て
き
た

大
先
輩
の
一
人
で
す
。
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
時

代
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
ア
フ
ガ
ン
難
民
キ
ャ
ン
プ

で、

J
I
C
A
理
事
長
時
代
は
ア
フ
ガ
ン
復
興
を

め
ぐ
っ
て
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
や
東
京
で
何
度
も

お
話
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

中
村

哲

ー
追
悼
ー

緒
方
貞
子
さ
ん
の
思
い
出

吋-~-.-．---＇一・-西．・・吹巫舛

我
々
が
二

0
0三
年
以
来
行
っ
て
い
る
灌
漑
事

業
、
「
緑
の
大
地
計
画
」
に
つ
い
て
も
強
力
な
支
持

者
で
、
陰
に
陽
に
声
援
を
惜
し
ま
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
用
水
路
が
要
所
を
開
通
し
た
時
は
必
ず
祝
電

が
届
き
、
職
を
退
か
れ
た
の
ち
も
そ
の
後
の
様
子

を
気
に
か
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
二

0
-
0年
か

ら
八
年
間
続
い
た
J
I
C
A
I
I
P
M
S
共
同
事
業

で
は
取
水
堰
の
技
術
的
完
成
を
目
指
す
も
の
で
し

た
が
、
緒
方
さ
ん
の
背
後
か
ら
の
支
え
が
大
き
な

力
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

氏
は
理
念
の
人
道
・
平
和
主
義
者
で
は
な
く
、

そ
の
主
張
す
る
「
人
間
の
安
全
」
が
光
彩
を
放
つ

の
は
、
現
場
で
話
が
で
き
る
方
だ
か
ら
で
し
た
。

王 唱

10月5日

10月7日

【PMSの動き】

マルワリード堰大改修 (4年計画）が始まり

ました。

アフガニスタンのガニ大統領より中村医師

ヘ市民証が授与されました。

10月16日ゴレーク村の第1回予備調査が行われました。

10月26日カマ第一堰改修工事を開始しました。

11月30日2019年のFAO関連事業であるPMS取水

方式の研修が終了しました。

可i m
 

そ
の
言
動
は
常
に
実
際
的
、
行
動
的
で
あ
り
ま
し

た
。
「
国
際
貢
献
」
と
い
う
抽
象
論
を
嫌
い
、
「
置

か
れ
た
位
置
が
国
際
環
境
そ
の
も
の
」
と
と
ら
え
、

そ
こ
か
ら
可
能
性
と
責
任
を
問
う
と
い
う
一
貫
し

た
姿
勢
で
、
多
く
の
人
々
を
励
ま
し
て
き
ま
し
た
。

温
か
い
大
き
な
火
が
消
え
た
気
が
し
て
い
ま
す
。

天
に
あ
る
御
霊
の
平
安
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
（
「
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
」
―

1
0
一
九
年
十

一
月
十
日
掲
載
に
加
筆
）
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●
事

務

局

だ

よ

り

画

伯

ご

逝

去

に

よ

り

、

今

年

は

作

成

を

断

念

い

た

し

ま

し

た

。

＊
今
年
も
各
地
で
台
風
や
洪
水
の
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
お
報
せ
が
遅
く
な
り
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
来
年
が
平
穏
で
明
る
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
皆
様
の

と
と
も
に
、
一
日
も
早
く
以
前
の
生
活
に
戻
ら
れ
ま
す
よ
う
、
ご
清
祥
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
P
M
S支
援
室
よ
り

＊
中
村
哲
医
師
の
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
市
民
証
」
授
与
は
、
＊
九
月
中
旬
、
ア
フ
ガ
ン
政
府
省
庁
の
方
々
と
共
に
、

P
M

現
地
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
で
も
待
望
の
慶
事
だ
っ
た
よ
う
で
、

S
職
員
が
来
日
致
し
ま
し
た
。
治
安
情
勢
が
芳
し
く
な
い

お
祭
り
騒
ぎ
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
会
員
の
皆
今
、
現
地
職
員
と
直
接
会
え
る
唯
一
の
機
会
で
す
。
私
た
ち

様
か
ら
も
お
祝
い
の
言
葉
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
「
長
は
パ
シ
ュ
ト
ゥ
語
で
会
話
し
、
そ
の
陽
気
さ
と
親
し
み
を
肌

年
の
ご
尽
力
が
報
わ
れ
ま
し
た
ね
。
本
当
に
よ
か
っ
た
！
で
感
じ
ま
し
た
。

で
も
、
三

0
年
っ
て
長
す
ぎ
。
も
っ
と
早
く
て
も
よ
か
っ
た
山
に
は
木
が
生
い
茂
り
、
小
川
が
流
れ
る
。
そ
ん
な
何
気

の

に

」

な

ど

な

ど

。

な

い

移

動

中

の

風

景

で

も

「

日

本

は

美

し

い

。

天

国

の

よ

う

＊
緒
方
貞
子
さ
ん
が
二

0
一
九
年
十
月
二
二
日
に
逝
去
さ
な
国
だ
」
と
形
容
す
る
彼
ら
の
感
性
に
、
「
自
然
が
あ
る
幸

れ
ま
し
た
。
緒
方
さ
ん
は
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
、
ア
フ
ガ
せ
」
を
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
彼
ら
と
研
修
の
合
間

ニ
ス
タ
ン
支
援
日
本
政
府
特
別
代
表
な
ど
を
務
め
ら
れ
、
二
を
縫
い
、
一
緒
に
土
産
を
探
す
時
間
は
良
い
息
抜
き
で
す
。

0
0三
年
に
J
I
C
A
（
国
際
協
力
機
構
）
理
事
長
に
就
任
治
安
が
良
く
な
り
、
彼
ら
の
国
で
も
共
に
土
産
を
探
せ
る
日

さ
れ
ま
し
た
（
二

0
一
三
年
ま
で
）
。

P
M
S
と
J
I
C
A

が
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

と
の
共
同
事
業
は
、
中
村
医
師
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

大
阪
＠
村
か
ら

)

―1
0
1
0年
か
ら
八
年
間
続
き
、
カ
マ

II
、
カ
シ
コ
ー
ト
、
＊
「
こ
ん
な
こ
と
し
て
ら
れ
な
い
。
何
か
し
な
け
れ
ば
」
そ

ミ
ラ
ー
ン
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド

II
（
カ
チ
ャ
ラ
）
の
各
堰
が
建
れ
が
六
月
二
九
日
の

B
S
I
T
B
S
の
番
組
「
人
生
の
詩
」

設

さ

れ

ま

し

た

。

を

観

た

直

後

の

想

い

で

し

た

。

写

真

展

を

開

き

た

い

と

数

人

緒
方
さ
ん
は
「
気
候
変
動
と
地
球
温
暖
化
の
加
速
は
大
規
に
呼
び
掛
け
る
と
、
全
員
大
乗
り
気
。
取
り
敢
え
ず
会
場
探

模
災
害
や
重
病
の
流
行
、
さ
ら
に
は
紛
争
さ
え
も
誘
発
し
、
し
。
本
来
は
大
阪
市
民
の
作
品
を
展
示
す
る
場
で
あ
る
ギ
ャ

す
で
に
脆
弱
な
環
境
で
暮
ら
す
人
々
に
不
当
に
大
き
な
影
響
ラ
リ
ー
に
展
示
可
能
か
否
か
尋
ね
に
行
き
ま
し
た
。
幸
運
に

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
連
帯
に
よ
っ
て
、
暮
ら
し
や
す
い
地
も
そ
の
日
（
七
月
一
日
）
は
十
月
の
使
用
申
込
み
日
1
・

競

球
を
将
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
ゆ
け
る
の
か
ど
う
か
、
私
合
に
も
、
初
め
て
の
目
的
外
使
用
に
も
関
わ
ら
ず
全
て
0
k
。

た
ち
の
能
力
が
試
さ
れ
て
い
る
の
で
す
」
（
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
七
府
県
か
ら
来
場
者
一
九
八
名
（
記
名
者
）
、
恐
る
恐
る
設

「
人
間
の
安
全
保
障
を
求
め
て
」
よ
り
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
置
し
た
募
金
箱
に
は
―
二
六
、
二
三
三
円
。
そ
し
て
、
そ
れ

J
I
C
A
の
皆
様
に
は
、
そ
の
後
も
多
大
な
ご
協
力
を
い
以
上
に
私
達
の
胸
を
熱
く
し
た
の
は
、
写
真
の
前
で
立
ち
尽

た
だ
い
て
お
り
、
今
回
の

P
M
S
現
地
ス
タ
ッ
フ
他
の
日
本
く
す
若
者
、
会
報
を
見
た
と
遠
方
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
た

で
の
研
修
は
J
I
C
A
の
招
聘
に
よ
る
も
の
で
す
。
関
係
各
方
、
教
え
て
く
れ
て
有
り
難
う
と
涙
ぐ
む
方
々
の
姿
で
し
た
。

位

に

厚

く

お

礼

を

申

し

あ

げ

ま

す

。

来

年

こ

そ

は

何

と

か

講

演

会

を

開

き

た

い

。

多

く

の

方

が

先

＊
毎
年
作
成
し
て
お
り
ま
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
甲
斐
大
策
生
を
待
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

(
C
.
M
)

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
（
現
パ
ク
ト
ゥ
ン
ク
ワ
州
）
な
ら
び
に
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
な
ど
を
支
援
し
、

必
要
な
広
報
・
募
金
活
動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー

の
派
遣
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、
「
支

え
合
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
ぷ
云
員
は
年
額
三
、

0
0
0円
、
学
生
会
員

一
、

0
0
0円
、
維
持
会
員
一

0
、
0
0
0円
の
年

会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行

゜
スノ⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て
活

動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会
計

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

〒
八
一

0
ー

0
0
0
三
福
岡
市
中
央
区
春

吉
―
|
―
六
ー
八

V
E
G
A
天
神
南
六
〇
一

TELO九
ニ
ー
七
三
一
ー
ニ
三
七
二
内
に
お
く
。

二
0
二
0
年
の
総
会
、
現
地
報
告
会
は
、
六
月

二
七
日
（
土
曜
日
）
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

会

則
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